
1 
 

           第五十二南極特別保護地区 

           ブランスフィールド海峡の西部 
 

 

はじめに 
この海洋南極特別保護地区はサウス・シェットランド諸島のロー島西海岸及び南海岸沖の南緯63度

15分から63度30分、西経62度00分から62度45分の間に位置する完全な海洋地区である。おおよその面

積は916km2である。ロー島に近接する当地域の浅い大陸棚は、パーマー基地（アメリカ合衆国）付近

で魚類及びその他の底生生物を底引き網で捕獲するのに適した2つしかない既知の現場のうちの1つで

あるという理由で指定を受けた。(第百五十三南極特別保護地区 ダルマン湾東部も参照のこと)当現

場は複数の接近可能な海洋生物群の構成や構造及び営みについて調べるまたとない機会を提供する。

アメリカ合衆国の提案を受け、勧告XVI-3で可決（ボン1991年：第三十五特別科学的関心地区）。措

置3(2001年)で指定期間を延長、決定1(2002年)で名称と番号の付け直し、措置2(2003年)及び措置

10(2009)で改訂管理計画を承認。本地区は決定9(2005)により、南極の海洋生物資源の保存に関する

条約(CCAMLR)に基づいて承認された。 

南極環境ドメイン分析(決議3,2008)及び南極保護生物地理区(決議6,2012)の分類は陸上の基準に基

づくものであるため、海洋環境への適用性は限定される。 

 

 

1. 保護を必要とする価値の記述 
ブランスフィールド海峡の西部(南緯63度20分から63度35分、西経61度45分から62度30分、約

916km2)は、アメリカによる提案後、本来、勧告XVI-3(1991,SSSINo.35)により特別科学関心地区とし

て指定された。本地区は、「ロー島の南側にある浅い大陸棚は、魚類及びその他の底生生物を対象と

した底引き網に適したパーマー基地の近くで知られている2地点のうちの1地点である。生物学的視点

から、ロー島の地点は、複数のアクセス可能な海洋生物群の組成、構造、動態の研究に珍しい機会を

与える。この地点は、特にその底生動物は、他にはない科学的興味を有しており、考えられる有害な

干渉から長期にわたる保護が必要である。」という理由で指定された。ダルマン湾東部（第百五十三

南極特別保護地区）とともに、この地域内のそういった魚類群を積極的に研究する米国人研究者によ

る試料採集の90パーセント以上が本地区で行われている。(Detrichpers.comm.2009) 

本地区の境界線はロー島の西側と南側にある水深200mの浅い海岸を全て含むこととし、ブランスフ

ィールド海峡の水深が深い東側を削除するよう措置2（2003年）によって改定された。ブランスフィ

ールド海峡の西部の新しい境界線は、南緯63度15分から63度30分、西経62度から62度45分、北東はロ

ー島の海岸線に定義され、面積約916km2となる（地図1）。 

本地区では海洋生物群の組成、構造、動的変化の研究の重要性を考慮し、境界線の変更とともに、

現在の管理計画で指定の本来の理由を再確認した。加えて、本地区は、イソアイナメ類である

Notothenia coriiceps、氷魚であるChaenocephalus aceratusといった複数の魚類の重要な産卵場と

認識されている。1970年代以降、パーマー基地の科学者は本地区の魚類を採取している。本地区はパ

ーマー長期生物調査プログラム（Palmer Long Term Ecological Research(LTER)Program）の調査地

区に含まれており、本地区で採取した魚類は生化学的、生理学的観点から低温適応に関する研究に利

用されている。採取した魚類の一部は、より強く影響を受けたアーサー湾のものとの比較研究に利用

されている。また、底生動物群に関する科学的調査も行われている。 
 

 

2. 目的 
ブランスフィールド海峡の西部における管理の目的は以下の通りである。 

・不必要な人間による攪乱を避けることにより、本地区の価値の悪化、又は価値への相当なリス

クを避ける 

・過剰採集からの保護を確保するとともに、本地区の海洋環境に関する科学的調査を許可する 

・その他の科学的調査が本地区の保護されるべき価値を危うくしない場合、当該科学的調査を許

可する 

・管理計画の目的に支持した管理目的による訪問を許可する 
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3. 管理活動 
以下に示す管理活動は、本地区の価値を保護するために講じなければならない。 

・地区の位置を示す地図（特別の規制が適用されていることを記載）は、目立つ場所に掲示し、

この管理計画のコピーは、パーマー基地（米国）で利用可能でなければならない。 

・国家プログラムは、本地区の境界線と本地区で適用される制限事項を国家プログラムが責任を

持つ関連地図及び海図に確実に記さなければならない。 

・管理計画のコピーは本地区の周辺を旅行する船舶に利用可能でなければならない。 

・科学的又は管理の目的で地区内に設置されたブイ、その他のマーカー又は建造物は、保護され、

良い状態に保たなければならない。 

・訪問は本地区が指定された目的を達成し続けるかを評価するために、管理及び維持に関する措

置が適切であることを確保するために、必要に応じて行わなければならない。 

 

 

4. 指定の期間 
指定の期間は無期限である。 

 

 

5. 地図及び写真 
・地図1：第152南極特別保護地区「ブランスフィールド海峡の西部」海底地形図。海岸線のデー

タはSCARの南極デジタル・データベース（ADD）Ver6.0(2012)による。海底地形図は、

国際南極海海底地形図(International Bathymetric Chart of the Southern 

Ocean:IBCSO)v1.0(2013)をもとに作成。鳥類データ:ERA(2015)。重要野鳥生息地:Bird 

Life International及びERA(Harris et al.2011)。 

地図の仕様: 

投影法:ランベルト等角円錐図法; 

標準緯線:第一標準緯線南緯63度15分； 

第二標準緯線南緯63度30分; 

中央子午線:西経62度00分; 

緯度原点:南緯64度00分; 

測地基準系:WGS84; 

水平精度:最大誤差±300m:等深線間隔200m。 

挿入図:地図1の位置,第152南極特別保護地区「ブランスフィールド海峡の西部,南極半島」,最も近

くにある第153南極特別保護地区「ダルマン湾の東部」の位置を示す。 

 

 

6. 本地区の記述 
 
6(i)地理学的経緯度、境界の標示及び自然の特徴 
概要 

ブランスフィールド海峡は、サウス・シェトランド諸島を構成する多くの島々と南極半島の間

にある長さ約220km幅120kmの深い海峡である。ドレーク海峡の北側と西側はベリングスハウゼン

海に接している。本地区は南極半島の西約80kmに位置しており、ロー島の南及び西にある200mの

等深線の中にある（地図1）。ロー島はサウス・シェトランド諸島の南端にあり、デセプション島

の南西60km、スミス島の南東25kmに位置している。ロー島の西側と南側の海岸から約20kmまで、

海底は潮干帯から水深約200mまで緩やかに傾斜している。ロー島の東側の海底はブランスフィー

ルド海峡の一部となる深さ1200mまで急激に下がっている。地区内の海底は、柔らかい砂や泥、玉

石で構成されている。BENTART研究プログラムの一環として2003年と2006年の南半球夏季の間に収

集されたコアからは、本地区内の海底はほとんどの場合砂利や小石を含んだ泥質堆積物、及び基

質にしっかり付着するか非常にゆっくり動くかどちらかの(Robinson et al.1996)固着表在性微生
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物群から成る(Troncoso et al.2008)ことが示唆された。 

 

境界線 
ブランスフィールド海峡西部の地区の改訂された境界線は、北の境界線は南緯63度15分、南の

境界線は南緯63度30分、東の境界線は西経62度00分、西の境界線は西経62度45分である（地図1）。

北東の境界線はロー島の海岸線で、南東側が西経62度00分南緯63度20分（フッカー岬から約2km）、

北西側が西経62度13分30秒南緯63度15分（ウォリス岬）までである。ロー島の西側と南側の海岸

線にある境界線は高潮線で潮干帯は地区内に含まれる。本地区は最大で南北27.6km、東西37.15km

で、面積は約916km2である。境界線のマーカーは、海洋部分では現実的ではなく、ロー島の海岸線

は明確で視覚的に明らかであるため、設置されていない。 

 

海洋学及び気候 
ブランスフィールド海峡地域における海氷の状態は年によってかなり変化するが、海氷が覆う

日は年間100日以下である(Parkinson,1998)。南極半島の北西部に沿った海氷の前進及び後退の速

度もまた変わりやすい。海氷の前進は約7カ月の後退のあとで約5カ月ある。氷の発達は6月及び7

月に最も早く、12月及び1月に最も消失する(Stammerjohn and Smith,1996)。2001年1月20日から2

月9日のブランスフィールド海峡内における測定結果からは、本地区内での海洋温度の平均は水深

5mで1.7から1.8ºC、150m等深線では0.2から0.3ºCであることが分かった。(Catalan et al.2008)
地区内での水中塩分の平均は水深5mでは34.04psuと34.06psuの間で変動するのに対して、水深

150mにおいては塩分は34.40psuに達した。 

風は主に北北西の方角から吹き、南極半島西部に沿って南方に流れる沿岸流をもたらす。

(Hofmann et al.1996)この沿岸流と北方に流れる環南極海流とが相まって、ブランスフィールド

海峡に主に時計回りの循環をもたらす(Dinniman and Klinck 2004;Ducklow et al.2007)。この循

環を支配するのはジェルラシュ海峡の海流とブランスフィールド海峡の海流である。(Zhou et 
al.2002 and 2006)1988年から1990年にかけてRACER（南極沿岸生態系比率に関する研究）の一環

として配置された漂流ブイからは本地区内におけるエディ・フォーメーションは最小限で、ロー

島南部に向けた強力な北東への流れが発生することが分かった。(Zhou et al.2002) この海

流はロー島の西方で2つに分かれ、一方は北東に流れてブランスフィールド海峡の海流に合流し、

もう一方は北西のスミス島に向かって流れる。ブランスフィールド海峡の循環は潮の干満による

影響も受け、1992年12月から1993年1月にかけた6週間の期間中にロー島で取った検潮記録に記録

された水位変動最高値は1.70mであった。(López et al.1994) 
ロー島の北東部沿岸にある｢パタゴニアと南極大陸の地震探査(SEPA)監視端末」から得た地震探

査測定値からは、本地区内における顕著な地震活動が認められた。こういった地震活動はヒーロ

ー（Hero）断裂帯がスミス島のサウス・シェットランド・プラットフォームと交差することによ

り引き起こされると考えられている。(Maurice et al.2003).2006/07年度のスペイン南極キャン

ペーン中には、さらにもう1つの地震探査監視端末をロー島南岸に取り付けてブランスフィールド

海峡区域内での測地による監視範囲を拡大した。(Berrocoso et al.2007) 
 

海洋生物 
本地区の基盤は柔らかい砂／泥／玉石が支配的であり、複数の独特な生物群では、多様な魚類

及び無脊椎動物（海綿動物,イソギンチャク類,環形動物,軟体動物,甲殻類,ヒトデ類,蛇尾類・ク

モヒトデ類,ウニ類,ナマコ類,腕足類,被嚢類）、海洋植物を伴う豊富な底生生物が見られる。 

ロー島の近傍の水深80から200m域でよく採取される魚類には、Chaenocephalus aceratus、
Harpagifer bispinis、Notothenia coriiceps、Gobionotothen gibberifrons(旧名

N.gibberifrons)、Parachaenichthys charcoti、Trematomus newnesiが含まれる。(Grove and 

Sidell 2004;Lau et al.2001)ロー島ではほとんど見られない魚種にはChampsocephalus gunnari、
Chionodraco rastrospinosus、Pseudochaenichthys georgianusが含まれる。加えてロー島の大陸

棚は、例えば白魚Chaenocephalus aceratusとN.coriicepsや、本地区で捕獲される稚魚及び幼魚

の大部分に相当するノトテニア科の魚類など複数魚種の産卵場所であると思われる。(Catalan et 
al.2008)ロー島近傍で幼魚が採取された他の魚種にはTrematomus lepidorhynusとNotothenia 
kempiが含まれる。本地区はイエローベリー・ロックコッド(Notothenia coriiceps)の交尾場所で

ある（卵から分かった）。(Kellermann1996)イエローベリー・ロックコッドは5/6月に産卵する。
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直径約4.5mmのその大きな卵は受精後漂泳し、海面に上がって、そこで冬の間に孵化する。本地区

で幼魚が記録された魚種にはBathylagus antarcticus、Electrona antarctica、Gymnodraco 
acuticeps、Nototheniops larseni、Notothenia kempi、Pleuragramma antarcticumなどが含まれ

る。(Sinque et al.1986;Loeb et al.1993;Morales-Nin et al.1995) 
2008年及び2010年の4月から6月の間に採集された標本は、温暖化する海洋に関連した

Gobionotothengibberifronsのタンパク質フォールディングを調べるために使用された(Cuellar 
et al.2014)。 

地区内で記録がある底生単脚類には次に示すものがある：Ampelisca 
barnardi,A.bouvieri,Byblis subantarctica,Epimeria 
inermis,E.oxicarinata,E.walkeri,Eusirus antarcticus,E.perdentatus,Gitanopsis 
squamosa,Gnathiphimedia sexdentata,Jassa spp.,Leucothoe spinicarpa,Liljeborgia 
georgiana,Melphidippa antarctica,Oediceroides calmani,O.lahillei,Orchomenella 
zschaui,Parharpinia obliqua,Parepimeria bidentata,Podocerus 
septemcarinatus,Prostebbingia longicornis,Shackeltonia robusta,Torometopa 
perlata,Uristes georgianus及びWaldeckia obesa(Wakabara et al.,1995)。 

軟体動物門集団の分析が本地区内にある4つのサンプル採取現場で行われてきた。これは2003年

1月24日から3月3日(BENTART03)及び2006年1月2日から2月17日(BENTART06)に実施されたブランス

フィールド海峡の深海低生態系の総合調査の一環であった。(Troncoso et al.2008)本地区で最も

豊富な種は双殻類Lissarca notorcadensisで、だいぶ差をあけられて次に続くのが最も広範に分

散して生息するPseudamauropsis aureoluteaである。採取された他の種にはMarseniopsis conica、
Onoba gelida、Yoldiella profundorum、Anatoma euglypta、Chlanidota signeyana、Thyasira 
debilisが含まれる。 

地区内における動物プランクトンや海洋植物に関する情報はない。 

 

海洋哺乳類 
2004年1月から2006年1月にかけて実施された衛星追跡調査から、ザトウクジラ(Megaptera 

novaeangliae)が本地区付近を通過し、また採餌中に本地区に入った可能性があることが示唆され

た。(DallaRosa et al.2008)1996年12月から1997年2月にかけて衛星送信機を使用したミナミゾウ

アザラシ(Mirounga leonina)の追跡が本地区内で行われた。(Bornemann et al.2000) 
 

鳥類 
1987年には約32万5千つがいのヒゲペンギン(Pygoscelis antarctica)が、ロー島海岸及びその

付近の13以下の箇所で繁殖していた(Shuford&Spear 1988)。そのうちの大半が本地区北東の境界

線に沿って、又はその付近のコロニーで見られる。中でも最大級のコロニーは本地区すぐ北のウ

ォリス岬（129000から229000つがい）と、本地区の東境界上のギャリー岬（約104375つがい）、

そしてジェームソン・ポイント（20000から35000つがい）にあった。(地図1）これらの繁殖地、

特にフッカー岬の近傍は、大規模のヒゲペンギンの繁殖地であるため、バードライフインターナ

ショナルによって、IBA（重要野鳥生息地）として選定されている（Harris et al.2011）。これ

らの大規模なヒゲペンギンの繁殖地は本地区に影響を与えていると考えられる。ナンキョクムナ

ジロヒメウ(Phalacrocorax[atriceps]bransfieldensis)の小さなコロニーが、ギャリー岬及び本

地区内でギャリー岬とジェームソン・ポイントの間にある島上、そしてウォリス岬の数km北東に

ある島上で観察されてきた。(Poncet and Poncet,unpublished data from Feb1987,inHarris 

2006)(地図1) 

 

人間活動／影響 
本地区内で採取された魚類は様々な生化学・遺伝子・生理学調査に利用されている。そういっ

た調査には、タンパク質を低温で機能させるようにする魚類の適応能力に関する調査(Detrich et 
al.2000;Cheng and Detrich 2007)、低温に合わせた脂肪酸処理を含む筋肉及びエネルギー代謝の

適応(Hazel and Sidell 2003;Grove and Sidell 2004)、冷水中での効率的なゲノム転写(Lau et 
al.2001;Magnoni et al.1998)、魚類肝中の酵素機能に静水圧が与える影響(Ciardiello et 
al.1999)、完全なヘモグロビン不足を補うための白魚の心血管系適応(Sidell and O’Brien 

2006)などがある。 
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1991、1992および1993年の3月と4月に本地区内においてトロール網で採取された魚類供試体は、

アーサー湾で採取されたものとともに魚類の多核芳香族炭化水素(PAH)汚染に関する比較研究及び

Notothenia gibberifrons（現在名Gobionotothen gibberifrons）にディーゼル燃料添加剤

（DFA）が及ぼす影響に関する比較研究に利用された。(McDonald et al.1995;Yu et al.1995)過
去に行われた調査で分かったのは、本地区内で採取された魚類の汚染レベルは、アーサー湾内の

1989年にBahia Paraiso号が座礁した現場付近から採取した魚類と比較するとかなり低かったこと、

そして米国科学基地の近傍で捕獲した魚類は低レベルではあるがPAHにさらされていることであっ

た。(McDonald et al.1992 and 1995)しかし地区内で採取した魚類のPAH濃度は予測したよりも高

く、旧パーマー基地付近から採取した魚類と同程度であることが分かった。 

 

6(ii)本地区への立ち入り 
本地区への立ち入りは通常ブランスフィールド海峡、ドレーク海峡方面、又はスミス島とスノー島

の間に位置するボイド海峡から船で行う。船舶は本地区を通過することができるが、やむを得ない状

況を除いて停泊は避けなければならない。本地区への立ち入りは、状況が許せば空から、又は海氷上

から行うことができる。本地区への立ち入り経路又は本地区内の経路は指定されていない。 

 

6(iii)本地区内及び本地区の付近にある建造物 
地区内または近傍にある建造物はない。最も近くにある基地はDecepción基地(アルゼンチン)及び

GabrieldeCastilla基地(スペイン)で、北東約70kmのデセプション島にある。 

 

6(iv)本地区の付近にあるその他の保護地区の位置 
ブランスフィールド海峡の西部の近くにある保護地区は、南南東約45kmにあるダルマン湾の東部

(ASPANo.153)、北東約70kmにあるデセプション島（ASPANo.140およびNo.145）がある(地図1,挿入図)。 

 

6(v)本地区内の特別区域 
特別区域はない。 

 

 

7. 許可証の条件 
 
7(i)一般条件 
本地区への立入りは、適当な国内当局が発給する許可証に従う場合を除き、禁止されている。本地

区に立入るための許可証を発給するための条件は以下の通りである。 

・他の地域で実施できない科学もしくは教育目的、又は本地区の管理に必須の事由のみに対して

発給される。 

・許可された活動が本管理計画に沿ったものであること。 

・許可された活動が、本地区の環境及び科学的価値を引き続き保護するため、環境影響評価プロ

セスを通して十分考慮したものであること。 

・許可証は一定期間を対象に発給されること。 

・本地区内では許可証または公認の写しを携帯すること。 

 

7(ii)当該地区内の出入りの経路及び当該地区内の移動 
本地区への出入りの経路は海洋、海氷上、あるいは上空からとする。立入り経路及び地区内での移

動に関する特別な規制はないが、移動は、許可された活動の目的に従い必要最小限に努めること。攪

乱を最小限にするようあらゆる努力を払うこと。船舶は本地区を通過することができるが、やむを得

ない状況を除いて停泊は避けなければならない。本地区の上空の飛行については特に制限はなく、海

氷の状態が許せば許可証に基づいて航空機を着陸させることもできる。ただし操縦士は、ロー島海岸

の本地区北東の境界線付近に位置する大規模なペンギンのコロニーを考慮すべきである(地図1)。 
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7(iii)当該地区内で実施されているか又は実施することのできる活動（時期及び場所に

関する制限を含む。） 
・本地区の価値を害さない科学的調査 

・本地区の外側に地点にアクセスする場合、または科学的、その他の活動、観光などを円滑に行

うために地区内に停泊あるいは地区内を通過する場合など、本地区の価値を害さない船舶によ

る必要不可欠な観測活動 

・モニタリングを含む必要不可欠な管理活動 

 

7(iv)建造物の設置、改築又は除去 
・許可証に明記されている場合を除き、地区内に建造物を建ててはならない。また建造物や設備

の常設は禁止されている。 

・地区内に設置する全ての建造物及び科学設備、または標識は許可証の認可を受けた上ではっき

りと国名、実験責任者、設置年を表示すること。またこれらの建造物・科学設備・標識類は

すべて、本地区を汚染するリスクを最小限に抑える素材でできたものでなければならない。 

・建造物の設置(場所の選定を含む)、メンテナンス、改装、または撤去は、植物相及び動物相へ

のかく乱を最小限に抑えるやり方で行うこと。 

・許可期限が切れた特定設備の撤去は、許可証原本を発給した国内当局の責任とし、また許可証

発給の条件とすること。 

 

7(v)野営地の位置 
野営地はない。 

 

7(vi)地区内に持ち込むことのできる物質及び生物に関する制限 
環境保護に関する南極条約議定書に規定する条件に加え、本地区に持ち込まれる可能性のある物質

及び生物について課せられる制約は以下の通りである。 

・動物、植物性物質、微生物及び非滅菌土壌を本地区に故意に持ち込んではいけない。(南極条約

地域内外の)生物学的に異なる地域から動物、植物性物質、微生物及び非滅菌土壌が本地区に偶

発的に持ち込まれることを防ぐため、細心の注意を払わなければならない。 

・訪問者は、本地区に持ち込むサンプリング機器及び標識が清潔であるよう確保しなければなら

ない。本地区で使用する機器は、本地区への立ち入り前に、可能な限り徹底的に洗浄しなけれ

ばならない。さらに訪問者は、環境保護委員会(CEP)の外来種マニュアル(CEP2011)のしかるべ

き勧告を参照し、これに従うものとする。 

・本地区にはいかなる殺虫剤も持ち込んではいけない。 

・燃料、食糧、化学物質及びその他の物質を本地区に保管してはならない。ただし、許可証で具

体的に許可されている、又は関係当局が許可する非常用貯蔵庫に含まれる場合を除き、またこ

れらの物質は環境への偶発的移入リスクを最小限に抑える方法で保管、取り扱わなければなら

ない。 

・持ち込んだ全ての物質を地区にとどめるのは規定期間のみとし、期間終了前もしくは終了時に

除去すること。 

・本地区の価値を危険にさらしかねない物質を放出してしまった場合は、放置するよりも除去し

たほうが影響が少ないと思われる場合のみ、除去を推奨する。 

 

7(vii)在来の植物や動物の採捕またはこれらに対する有害な干渉 
・在来の植物及び動物の採捕又はこれらに対する有害な干渉は、環境保護に関する南極条約議定

書附属書II第三条に従って発給された許可証による場合を除き、禁じられる。動物に対する採

捕又は有害な干渉を伴う場合、最低基準として、SCARの「南極における科学目的のための動物

の利用に関する行動規範」(Code of Conduct for Use of Animals for Scientific Purposesin 

Antarctica)に従っていなければならない。 

 

7(viii)許可証の所持者によって持ち込まれた物以外の物の収集または除去 
・物質の収集や除去は許可証で認められた場合のみ行い、科学的または管理上の目的を果たすの
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に必要な最小限にとどめなければならない。 

・地区の価値を危うくすると思われる人間起源の物質で許可証の所持者が持ち込んでおらず、他

の許可も得ていないものに関しては地区のどの区域からでも除去して差し支えない。ただし該

当物質を除去する方が放置するよりも本地区に及ぶ影響が大きいと思われる場合はその限りで

はなく、その場合はしかるべき当局に通知し、許可を得なければならない。 

 

7(ix)廃棄物の処理 
汚物を含む全ての廃棄物は本地区から除去しなければならない。 

 

7(x)管理計画の目的の達成が継続されることを確保するために必要な措置 
本地区に立ち入るための許可証は以下の行為に対して発給されることがある。 

・分析又は評価のための少量のサンプル採集又はデータ収集を含むモニタリング及び本地区の査

察活動の実施。 

・建造物又は科学機器の建造、設置又は維持。 

・その他保護措置の実施。 

 

7(xi)報告に必要な事項 
・本地区への各訪問における主たる許可証保持者は、しかるべき国家当局に訪問完了後6ヶ月以内

の実行可能な限り早い時期に報告書を提出しなければならない。 

・訪問報告書には必要に応じ、「南極特別保護地区管理計画の作成の手引き」付録2(決議2,2011)

の報告書書式が示す事項を含めるものとする。さらに国家当局は、管理計画の提案国に訪問報

告書の写しを適宜送付し、本地区の管理と管理計画の見直しに資するべきである。 

・管理計画の見直しと本地区の科学的利用を調整する目的で、締約国は可能な限り、訪問報告書

の原本又は写しを一般のアクセスのあるアーカイブに保管し、利用記録を維持すること。 

・許可証に含まれていない活動や方策を実施した場合及び/または許可証で認められていない物質

を放出して除去を行わなかった場合は適切な国内当局に通知すること。 
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地図１．ASPA No.152　ブランスフィールド海峡の西部：等深線図
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